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　皆さまの日頃のご協力

に心より感謝を申し上げ

ます。ふるさとネットも

結成から 12 年となりま

した。この間、皆さまの

ご理解のもとで今日まで

活動を続けることができ

ました。10 年間にわたる

火山ガスの被害により、

様々な規制や制限のもと

でようやくガスの被害も

なくなり、再生への努力

を全島挙げて取り組んで

います。

　今少し活動の継続をし

ますので、皆さまの温か

いご寄附等のご支援をお

願いいたします。

郵便振替口座
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ご寄附のお願い

春は入学シーズン

小中高に新入生が
　平成 12 年の三宅島噴火により全

島避難、17 年２月に解除。帰島後

の平成 19 年４月から、帰島児童が

少なくなったため小・中学校各３

校が伊豆の三宅小学校・三宅中学

校各１校に統合され、昨年は、創

立 10 周年をそれぞれ迎えた。今年

度の学校関係の状況を取材した。

夏のイベント紹介

　

三
宅
小
学
校
（
竪
川
浩
校

長
）
は
、
４
月
７
日
入
学
式

で
19
人
の
１
年
生
を
迎
え

た
。
全
生
徒
数
は
85
人
。
中

学
校
（
大
房
裕
司
校
長
）
で

も
同
日
入
学
式
が
あ
り
７
人

の
新
入
生
（
３
月
の
卒
業
生

７
人
）
、
全
生
徒
数
は
29
人
。

　

三
宅
高
校
（
中
間
均
校

長
）
に
は
、
３
月
３
日
に
会

長
と
光
安
三
宅
支
部
長
が
訪

問
し
、
矢
島
副
校

長
と
お
話
し
た
。

こ
の
時
点
で
入
学

予
定
者
は
、
普
通

科
４
人
、
併
合
科
３
人
で
７

人
。
３
月
の
卒
業
生
は
10
人

で
進
学
４
人
、
専
門
学
校
１

人
、
就
職
５
人
。
28
年
度
の

全
生
徒
は
37
人
だ
っ
た
。

　

矢
島
先
生
と
の
お
話
も
弾

み
、
不
便
な
離
島
へ
赴
任
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
、

家
族
へ
の
三
宅
村
・
島
民
等

の
「
お
も
て
な
し
」
が
気

が
か
り
な
の
で
、
「
家
庭
菜

園
」
な
ど
で
島
の
生
活
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
す
る
お
手
伝
い
等

で
き
た
ら
と
話
し
、
早
速
、

光
安
さ
ん
が
神
着
教
職
員
住

宅
（
18
戸
）
か
ら
近
く
の
津

村
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
空

畑
を
無
料
で
使
わ
せ
て
も
ら

う
手
筈
を
整
え
た
。
先
生
ご

夫
妻
も
お
喜
び
に
。
希
望
者

を
募
り
ま
す
。
（
連
絡
先
は

0
8
0
 
1
1
9
2
 
5
4
5
9

光

安

ま
で
）
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
宛
に

小
・
中
の
「
学
校
だ
よ
り
」

等
頂
い
て
い
ま
す
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
中
学
校
の
教

育
目
標
に
「
ふ
る
さ
と
の
発

展
に
進
ん
で
貢
献
す
る
生
徒

の
育
成
」
を
掲
げ
、
発
表
会

な
ど
で
の
「
三
宅
島
の
発
展
、

ま
た
は
問
題
点
」
な
ど
子
ど

も
た
ち
の
率
直
な
感
性
は
素

晴
ら
し
い
で
す
。
先
生
た
ち

の
努
力
が
見
て
取
れ
ま
す
。

 

今
か
ら
10
年
前
に
、
村
と

教
育
委
員
会
の
小
・
中
校
統

合
村
民
説
明
会
で
意
見
を
述

べ
た
こ
と
な
ど
鮮
明
に
記
憶

し
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
た

ち
は
島
の
宝
」
で
す
。
先
生

方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
健
闘
を
祈

念
し
て
い
ま
す
。　

（
佐
藤
）

希望を胸に島から飛び立つ高校卒業生！（高校ＨＰより）

　お祭りの浴衣・その他着物注

文を承ります。着物の事なら何

でも承ります。神着青年団祭り

浴衣特約！

問合せ先；光安千久子　

　携帯 080（1192）5459 まで

★７月は牛頭天王祭・他

　神着の御笏神社で例年７月 15

日・宵の宮（夜の踊り）、16 日・

本宮（御輿が神着地区を日中練

歩く）下旬の土・日に商工会主

催のマリンスコーレ開催予定。

現在検討中。

★８月は富賀神社大祭

　今年は大祭、隔年で８月４日

～９日の予定、御輿が全島を練

り歩く。

　富賀神社は、伊豆諸島の創造

主である事代主命を祀り、三島

大社の本宮でもある神社。

　今年の夏は、他にもアカコッ

コ館イベントなどある。ぜひ三

宅島に足を運んでいただきたい。

着物のことなら

素
晴
ら
し
い
子
ど
も
の
感
性
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子どもたちの育つ島を
　

本
紙
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
島
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も

特
に
深
刻
な
の
が
人
口
減
少
の
問
題
で
、
経
済
面
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
三
宅
支

庁
の
管
内
概
要
か
ら
島
の
子
ど
も
た
ち
の
数
を
見
て
み
る
と
、
小
学
生
の
数
は
や
や
持
ち
直
し

た
も
の
の
、
中
学
生
は
減
少
、
高
校
生
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
高
齢
化
率
も
高
く
な
っ
て
お
り
、

自
己
責
任
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
状
況
が
あ
る
の
は
確
か
で
、
長
期
災
害
被
災
者
と
し
て
声
を
挙

げ
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

自
己
責
任
政
策
で
は
…

　

「
三
宅
島
新
報
」
の
発
行

も
伊
勢
原
に
あ
る
「
向
上
高

校
」
卒
業
生
に
よ
る
「
Ｄ
Ｔ

Ｐ
Ａ
」
の
皆
さ
ま
の
献
身
的

努
力
に
よ
り
第
65
号
の
発
行

の
運
び
と
な
っ
た
。
感
謝
に

た
え
な
い
。

　

昨
年
の
７
月
に
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご
回
答
を

頂
い
た
。

　

「
ど
の
よ
う
な
記
事
に
注

目
し
て
い
ま
す
か
？
」
の
問

い
に
対
し
て
次
の
ご
回
答
を

得
た
。

・
会
長
時
評
、
村
長
指
針
、

　

各
職
役
長
の
負
担
な
ど
。

・
会
長
時
報
は
説
得
性
が
あ

　

る
。

・
子
ど
も
の
数
、
高
校
生
の

　

進
路
な
ど
。

・
長
期
的
被
災
者
の
支
援
策
、

　

他
の
災
害
等
に
生
か
さ
れ

　

た
教
訓
。

・
復
興
の
様
子
が
わ
か
る
も

　

の
。

・
そ
の
他

　

今
後
と
も
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
に
沿
っ
て
、
努
力

を
進
め
た
い
。

　

今
回
は
新
学
期
も
始
ま
っ

て
い
る
の
で
、
子
ど
も
の
問

題
を
１
面
に
一
部
紹
介
し
た

に
伴
い
支
援
策
も
打
ち
切
ら

れ
た
。
こ
れ
に
担
当
大
臣
の

「
自
己
責
任
」
発
言
が
あ
り
、

４
月
25
日
辞
任
し
た
。

　

私
も
10
数
年
前
に
三
宅
島

で
も
あ
っ
た
「
自
己
責
任
」

論
に
強
く
抗
議
し
反
論
し

て
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
も
大

き
く
報
道
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
だ
す
。

　

高
濃
度
地
区
、
高
齢
者
、

病
弱
者
、
職
を
失
っ
た
者
、

と
り
わ
け
親
子
た
ち
の
「
帰

り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
」
現

状
は
、
福
島
と
三
宅
島
が
共

通
す
る
深
刻
な
課
題
で
あ

り
、「
自
己
責
任
」
政
策
で
は
、

復
興
再
起
は
困
難
で
あ
る
。

　

そ
の
原
因
は
な
に
か
。
国

と
自
治
体
に
於
い
て
は
被
災

者
に
対
す
る
姿
勢
、
救
済
策

は
、
い
ま
だ
に
変
わ
り
な
い

こ
と
に
、
怒
り
と
悲
し
み
を

持
っ
て
受
け
止
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
止
ま
る
こ
と
な

く
被
災
者
と
被
災
地
の
絆
を

強
く
し
て
、
自
然
災
害
多
発

国
日
本
の
政
治
姿
勢
を
変
え

た
い
。
被
災
者
の
生
活
の
自

活
自
立
再
建
と
地
域
の
自
立

再
生
の
た
め
に
、
ひ
る
ま
ず

努
力
を
し
て
ゆ
く
、
長
い
道

の
り
を
歩
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
だ
。

が
、
２
～
４
面

で
も
こ
れ
を
続

け
た
い
。

　

学
校
の
現
状

は
、
三
宅
島
の

再
生
・
復
興
の

鏡
と
し
て
目
を

そ
ら
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

福
島
原
発
、
東

日
本
、
熊
本
の

災
害
、
と
り
わ

け
福
島
原
発
被

災
地
は
最
近
解

除
地
区
も
増
え

た
が
、
帰
還
者

が
２
割
、
３
割

と
報
道
が
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ

児童・生徒数の推移（平成 27 年度三宅支庁管内概要より）
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三宅支庁 管内概要より考察

深刻な人口減の影響
小
学
生
数
は
持
ち
直
し

帰
島
で
き
な
か
っ
た
母
親

 

さ
て
、
東
京
都
三
宅
支
庁

の
ご
協
力
を
得
て
、
平
成
28

年
11
月
発
行
の
「
平
成
28
年

度
版
管
内
概
要
」
を
基
に
現

状
を
紹
介
し
た
い
。

 

「
第
８
教
育
」
、
特
に
「
イ

児
童
・
生
徒
数
の
推
移
」
小

学
校
、
中
学
校
の
グ
ラ
フ

を
見
て
も
ら
い
た
い
。
平

成
27
年
度
版
管
内
概
要
で

は
、
昭
和
35
年
は
、
小
学
生

１
１
８
３
人
。
37
年
、
58
年

二
度
の
噴
火
を
へ
て
良
き
時

代
や
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ

考
え
る
た
め
に
参
考
と
な
る

の
で
紹
介
す
る
。

　

１
面
で
29
年
度
の
児
童
・

生
徒
数
を
紹
介
し
た
が
念
の

た
め
28
年
度
は
、
小
学
生
78

人
、
中
学
生
28
人
で
あ
る
。

　

平
成
12
年
噴
火
に
よ
り
９

月
の
全
島
避
難
で
児
童
・
生

徒
は
東
京
あ
き
る
野
市
の
都

立
高
校
秋
川
校
舎
に
集
団
疎

成
17
年
２
月
１
日
避
難
指
示

解
除
・
高
濃
度
地
区
公
示
と

な
っ
た
が
、
３
年
後
の
平
成

20
年
は
小
学
児
童
58
人
か
ら

26
年
の
86
人
を
ピ
ー
ク
に
低

下
し
た
が
今
年
は
85
人
と
持

ち
直
し
て
い
る
。
一
方
、
中

学
生
徒
は
平
成
20
年
の
49
人

か
ら
低
下
傾
向
に
あ
る
。

　

高
校
の
生
徒
数
も
伸
び
悩

ん
で
い
る
が
、
三
宅
高
等
学

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
３
年

間
の
進
学
、
就
職
状
況
が
大

学
名
、
企
業
名
な
ど
具
体
的

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

一
時
進
学
の
た
め
に
上
京

し
内
地
の
高
校
に
行
く
人
も

あ
っ
た
が
、
こ
の
内
容
を
見

る
と
立
派
な
大
学
や
専
門
学

校
と
大
手
の
企
業
に
就
職
し

て
い
る
。
高
校
の
先
生
た
ち

の
努
力
に
は
、
敬
服
す
る
。

お
金
を
か
け
上
京
し
な
く
て

も
、
三
宅
高
校
で
十
分
に
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。

　

さ
て
、
人
口
構
成
を
み
て

み
よ
う
。
全
島
避
難
の
影
響

が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
平
成
28
年
１
月
１
日

現
在
で
は
、
男
１
４
０
９

人
、
女
１
２
１
０
人
で
、
年

齢
別
で
は
45
～
49
歳
は
、
男

91
人
、
女
41
人
で
あ
る
。
帰

島
時
に
は
30
歳
代
で
子
ど
も

の
た
め
に
、
母
親
が
帰
島
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

通
常
は
、
女
性
人
口
が
多

い
の
で
あ
る
が
逆
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
も
現
在
ま
で
引

き
ず
っ
て
い
る
。
（
３
面
参

照
・
概
要
ｐ
22
、
性
別
年
齢

別
人
口
構
成
図
・
平
成
28
年

１
月
１
日
現
在
）

　

人
口
問
題
は
、
商
店
主
が

売
り
上
げ
減
少
の
た
め
廃
業

の
危
機
。
農
業
・
漁
業
人
口

も
高
齢
化
の
影
響
。
観
光
業

も
来
島
者
が
噴
火
前
の
８
万

人
弱
か
ら
平
成
18
年
の
約

４
万
人
を
ピ
ー
ク
に
横
ば

い
低
下
で
、
平
成
27
年
は

３
万
６
千
１
８
６
人
と
な
っ

て
い
る
。
人
口
減
と
産
業
振

興
の
課
題
は
、
全
国
共
通
で

あ
る
が
三
宅
島
の
場
合
は
、

深
刻
な
長
期
自
然
災
害
の
復

旧
・
復
興
の
困
難
な
典
型
的

例
と
し
て
、
問
題
の
提
起
を

行
う
使
命
を
帯
び
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

早
く
忘
れ
た
い
災
害
で
も

あ
る
が
、
人
と
し
て
生
き
る

た
め
に
国
・
自
治
体
の
「
最

低
の
文
化
的
生
活
の
保
障
を

定
め
た
憲
法
の
国
民
の
権

利
」
を
求
め
、
且
つ
ど
の
よ

う
な
努
力
を
被
災
者
と
し
て

な
す
べ
き
か
を
発
信
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
強
調
し
て
結

び
と
す
る
。

　

皆
さ
ま
の
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
し
ま
す
。

開
し
た
が
、
そ
の

後
一
部
を
残
し
親

元
に
引
き
取
ら
れ

た
。
そ
の
為
、
平

成
15
年
の
小
学
児

童
は
０
人
、
中
学

生
徒
は
12
人
と

な
っ
て
い
る
。
平

高齢者人口（65 歳以上）の推移

（平成 28 年度三宅支庁管内概要より）

各年１月 1日現在

性別年齢別人口構成図（平成 28 年度三宅支庁管内概要より）
人口 2,619 人 世帯数 1,699 戸　平成 28 年１月１日現在



三宅島新報 第６５号 (4)２０１７年５月１日

この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

編
集
後
記

　

三
宅
島
新
報
の
発
行
も
65

号
に
な
り
ま
し
た
。

　

記
事
に
す
る
た
め
送
っ
て

い
た
だ
い
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
見
て
、
島
の
素
晴
ら

し
さ
を
思
い
出
し
、
ま
た
三

宅
に
行
く
機
会
を
つ
く
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

商工会も新たな制度を検討・実施へ

ふるさと納税で島の支援を

注
目
の
選
挙

ご寄付者名
吉田信行様、光安千久子様、

吉島輝雄様、佐藤宗ノ子様、

遠山定雄様、高橋民夫様、柚

木裕子様、りぼん薬局様（三

宅村）、板倉美紀子様（Ｈ

28.12.9 ～Ｈ 29.4.16）

　皆様のご協力に深く感謝を

申し上げます。

高濃度地区のがれきも撤去され、こ
れから本格的な再生・復興ができる

ふるさと納税など更なるご支援を！

　

豪
華
な
返
礼
品
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税

だ
が
、
三
宅
村
に
そ
の
影
響
が
な
く
、
純
粋
に
支
援
を
し

よ
う
と
い
う
人
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
商
工
会
で

も
会
費
制
の
新
制
度
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
今
後

更
に
島
民
の
助
け
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
豪
華
な

特
産
品
な
ど
つ
き
人
気
を
呼

ん
で
い
る
。
地
方
に
よ
っ
て

は
納
税
に
も
影
響
が
で
て
い

る
た
め
国
で
は
、
豪
華
品
に

つ
い
は
て
検
討
し
て
い
る
。

（
但
し
三
宅
村
は
な
し
）
。

 

寄
附
額
の
う
ち
２
千
円
を

超
え
る
分
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
と
住
民
税
か
ら
原
則
と

し
て
全
額
控
除
さ
れ
る
制
度

（
一
定
の
上
限
有
）
。

　

三
宅
村
で
は
、
ふ
る
さ
と

の
復
興
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
方
か
ら
「
三
宅
村
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
」
と
し

て
、
産
業
の
復
興
な
ど
６
項

目
の
目
的
を
定
め
て
受
付
て

い
る
。

　

平
成
27
年
度
は
、
10
人
（
内

匿
名
希
望
７
名
）
が
合
計

42
万
円
の
寄
付
を
行
っ
て
い

る
。
（
広
報
み
や
け
28
年
９

月
１
日
号
）

　

申

込

み

は
、

簡

単

で

三

宅

村

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

Ｅ

メ

ー

ルm
i
y
a
k
e
0
3

＠

m
i
y
a
k
e
m
u
r
a
.
c
o
m

）

で
も
紹
介
。
ま
た
電
話
等
で
、

三
宅
村
企
画
財
政
課
財
政
係

（
〒1

0
0
-
1
2
1
2

　

東
京
都

三
宅
島
三
宅
村
阿
古
４
９
７

番
地　

三
宅
村
臨
時
庁
舎　

☎0
4
9
9
4
 
5
 
0
9
8
8

）
で

も
相
談
や
資
料
等
の
送
付
に

つ
い
て
高
齢
者
に
は
親
切

に
、
説
明
し
て
く
れ
る
よ
う

に
お
願
い
し
て
お
い
た
。

 

三
宅
村
商
工
会
で
も
、
産

業
・
商
業
・
観
光
振
興
の
為

に
、
「
三
宅
村
名
誉
村
民
制

度
」
（
仮
）
を
予
定
で
は
、

年
間
会
費
２
万
円
で
、
三
宅

島
特
産
品
送
付
、
旅
費
運
賃

割
引
な
ど
の
内
容
で
、
７
月

を
め
ど
に
決
め
る
た
め
に
検

討
し
て
い
る
。
（
問
合
せ　

☎0
4
9
9
4
 
2
 
1
3
8
1

）

　

三
宅
島
新
報
第
63
号
（
平

成
28
年
10
月
１
日
発
行
）
４

面
に
寄
稿
し
て
頂
い
た
伊
藤

奨
さ
ん
が
「
一
般
社
団
法
人

ア
ッ
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
を
平

成
28
年
４
月
に
設
立
し
た
。

　

目
的
は
、
◎
三
宅
島
で
の

体
験
型
滞
在
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
（
例
）
個
人
旅
行
、
ゼ
ミ

合
宿
、
企
業
研
修
、
キ
ャ
ン

プ
等　

◎
三
宅
島
へ
の
移

住
・
定
住
・
２
拠
点
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
等
を
展
開
す
る
。

若
者
の
三
宅
島
で
の
活
躍
を

期
待
す
る
。
皆
さ
ん
も
お
手

伝
い
な
ど
に
利
用
し
て
、
応

援
し
て
く
だ
さ
い
。

（
三
宅
村
神
着
１
０
６-

３

☎

0
4
9
9
4
 
8
 
5
8
6
0

）　

　

「
南
海
タ
イ
ム
ス
」
や
「
東

京
七
島
新
聞
」
に
よ
る
と
、

都
選
挙
管
理
委
員
会
は
都
議

選
（
定
数
１
２
７
）
の
日
程

を
、
６
月
23
日
告
示
、
７
月

２
日
（
日
）
投
開
票
と
決
め

た
が
、
こ
の
都
議
選
に
、
八

丈
町
当
選
２
期
目
で
、
現
職

で
は
最
年
少
の
山
下
崇
氏

（
44
、
総
務
文
教
委
員
長
）

が
２
月
28
日
付
き
で
町
議
会

員
を
辞
職
し
た
。

　

山
下
崇
氏
は
す
で
に
在
籍

し
て
い
た
自
民
党
を
離
党
、

現
職
・
三
宅
正
彦
氏
と
対
決

に
な
る
。
ま
た
、
山
下
氏

は
、
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
」
の
推
薦
を
受
け
た
と
の

情
報
も
あ
り
動
向
が
注
目
さ

れ
る
。

都
議
出
馬
の
山
下
氏

そ
の
動
向
は
…

応
援
し
て
く
だ
さ
い

体
験
型
の
新
事
業


